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山本敦史 氏［公立鳥取環境大学，博士（工学）］
〔業績〕質量分析を用いた環境残留性物質の同定に関する研究

山本敦史氏は，2000年九州大学大学院理学研究科修士課程修了後，ユニチカ（株）を経て，2001年大阪市立環境科学研
究所・研究員に着任．2012年関西大学大学院理工学研究科総合理工学専攻博士課程に入学，2014年同課程を修了・博士
（工学）を取得．2016年より現職の鳥取環境大学環境学部・講師である．
山本敦史氏は，これまで質量分析計を駆使した環境残留性汚染物質の分析に取り組んできた．その代表的な研究成果とし

て，ノンターゲット分析における環境中からの人為物質の同定が挙げられる．環境分析において分析対象とされる物質の数
は増え続けており，山本氏もさまざまな新規分析手法を開発し環境調査を実施してきた．しかしながら，調査対象となる物
質の数は環境リスクに関連する物質の数に比べ限られたものとなるため，調査から外れてしまう物質がでてくる．近年，欧
州の環境残留性化学物質の調査を行う研究者を中心に高分解能質量分析を用いたノンターゲット分析による環境リスク物質
の監視手法が提案され，実際に多くの国・機関が参加し手法の検討が行われている．2016年6月には質量分析を用い環境ノ
ンターゲット分析を行う研究者が集まる国際会議がスイスのアスコナで開催されるなど，当該手法への注目も集まり，これ
までの環境監視の枠組みから漏れている物質が数多く存在することが明らかにされている．日本国内でノンターゲットの手
法を用いて環境調査を行っている研究者が少ないなか，山本氏は高分解能質量計を用いたノンターゲット分析に先駆けて取
り組んできた．ノンターゲット分析により得られたマススペクトルを解析し，医薬品や界面活性剤等これまで環境汚染分野
の研究者から環境残留性物質として認識されていなかった物質を環境中から見いだし同定している．マススペクトルの解析
にあたっては多くの研究者が独自に解析ツールを開発し公表しているものが多くあるが，山本氏は同定した結果を用いてマ
ススペクトル解析ツールの適用結果を比較し，ツールの有用性についても評価を行っている．また，山本氏はマススペクト
ルデータの蓄積・活用における学会活動にも積極的にかかわり，2011年からは質量分析学会のスペクトルデータ部会にも参
加し，学会公認データベースであるMassBankの普及・運営にも取り組んでいる．また，世界中の研究者とブラインドのマ
ススペクトルデータを解析する技能を競うCASMIコンテストに2013年には出題・評価委員の一人として参加した．2015年
からは学会主催の質量分析講習会においてフラグメンテーションに関する講義を担当している．
以上に述べた質量分析を用いた環境残留性物質の同定に関する研究における山本敦史氏の研究成果は，質量分析学の進

歩に寄与する優れたものであり，現在も活発に質量分析学研究を行っていることから，その将来の発展も大いに期待でき
るものである．ここに日本質量分析学会奨励賞に値するものとして贈呈を決定した．
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